
　【
ビ
ュ
ー
ロ
ウ
発
】
協
同
組

合
東
京
紙
製
品
工
業
連
盟
（
渡

邉
一
弘
理
事
長
）
は
、
５
月
27

日
午
後
３
時
か
ら
、
東
京
・
東

上
野
の
オ
ー
ラ
ム
で
「
第
77
回

通
常
総
会
」
を
開
催
、
役
員
改

選
の
結
果
、
渡
邉
理
事
長
ら
の

再
任
を
決
め
た
。

　
総
会
は
、
山
田
副
理
事
長
の

進
行
で
、
は
じ
め
に
市
瀬
副
理

事
長
が
「
紙
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
世
の
中
の

変
化
に
よ
り
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
特
に
、
封
筒
は

郵
便
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
逆

風
の
中
に
あ
る
。
思
い
切
っ
た

改
革
が
必
要
で
、
大
き
く
舵
を

切
っ
て
未
来
を
つ
く
る
正
念
場

で
あ
る
。切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、

お
互
い
に
生
き
残
る
道
を
見
つ

け
て
い
き
た
い
」と
開
会
挨
拶
。

　
続
い
て
、渡
邉
理
事
長
が「
理

事
長
に
就
任
し
て
２
年
経
っ

た
。
前
代
未
聞
の
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
が
、
何
と
か
無
事
に
任

期
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

ア
メ
リ
カ
の
関
税
問
題
を
は
じ

め
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
世

の
中
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
理
事
、
会
員
だ
け
で
な

く
、
賛
助
会
員
の
皆
さ
ん
と
も

意
見
を
交
換
し
て
、
対
応
し
て

い
き
た
い
」と
所
感
を
述
べ
た
。

　
組
合
員
総
数
30
人
中
、
本
人

11
人
、
委
任
状
17
人
の
合
計
28

人
の
出
席
を
確
認
し
た
あ
と
、

渡
邉
理
事
長
を
議
長
に
選
出
し

て
議
事
に
入
り
、
上
程
諸
議
案

を
原
案
通
り
承
認
可
決
し
た
。

　
こ
の
う
ち
新
年
度
の
事
業
計

画
案
で
は
、
総
務
・
イ
ベ
ン
ト

推
進
・
経
営
情
報
活
性
化
・
労

務
賃
金
働
き
方
改
革
研
究
な
ど

の
事
業
別
委
員
会
、
ノ
ー
ト
折

紙
・
ク
ラ
フ
ト
二
重
封
筒
・
祝

儀
用
品
な
ど
の
業
種
別
部
会
と

も
に
、
前
年
度
事
業
を
踏
襲
す

る
内
容
で
承
認
し
た
。
そ
の
た

め
の
予
算
と
し
て
１
４
５
１
万

円
を
計
上
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
理
事
お
よ

び
監
事
選
挙
の
件
は
、
選
考
委

員
制
で
行
わ
れ
、
理
事
14
人
、

監
事
１
人
を
選
出
し
、
直
ち
に

第
１
回
理
事
会
を
開
催
し
て
理

事
長
ら
を
選
出
し
た
。

　
議
了
後
、
再
任
さ
れ
た
渡
邉

理
事
長
が
「
私
が
も
う
一
期
理

事
長
を
拝
命
し
た
。
こ
の
２
年

を
振
り
返
る
と
、
反
省
す
べ
き

点
、
改
善
す
べ
き
点
が
多
々
あ

り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
努
め

て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
、
最

後
に
、
菊
地
常
任
理
事
が
閉
会

挨
拶
を
述
べ
た
あ
と
、
別
室
で

懇
親
会
を
開
催
し
て
、
な
ご
や

か
に
歓
談
し
た
。

　【
新
役
員
】

　
理
事
長
　
渡
邉
一
弘
（
ツ
バ

メ
ノ
ー
ト
）

　
副
理
事
長
　
市
瀬
豊
和
（
山

櫻
）、
山
田
樹
孝
（
寿
堂
紙
製

品
工
業
）

　
常
任
理
事
　
髙
島
正
廣
（
菅

公
工
業
）、
堀
口
達
夫
（
平
和

堂
）、村
松
道
哉
（
マ
ル
ア
イ
）、

菊
地
清
隆
（
丸
菱
紙
工
）、
角

坂
靖
夫
（
日
本
ノ
ー
ト
）、
高

木
邦
達
（
髙
春
堂
）

　
理
事
　
井
口
栄
一
（
マ
ル
マ

ン
）、
田
島
義
一
（
東
京
ユ
ニ

オ
ン
）、千
田
昌
男
（
サ
ン
エ
ッ

ク
ス
）、
山
口
隆
司
（
山
口
封

筒
店
）
新
、
小
沼
昌
毅
（
シ
ョ

ウ
ワ
ノ
ー
ト
）
新

　
監
事
　
大
井
潤
一
郎
（
エ
ヌ

ビ
ー
社
）

　
一
般
社
団
法
人
全
日
本
文
具

協
会
（
石
川
真
一
会
長
）
の
第

13
回
定
時
総
会
は
、
６
月
９
日

午
後
５
時
か
ら
別
項
の
東
京
文

具
工
業
連
盟
総
会
に
引
き
続
い

て
同
会
場
で
開
催
、
上
程
諸
議

案
を
原
案
通
り
承
認
可
決
し
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

は
、
退
任
理
事
に
代
わ
っ
て
田

中
宏
和
氏
（
Ｌ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
　
Ｌ

Ａ
Ｂ
．）、
山
下
慎
二
氏
（
寺
西

化
学
工
業
）、田
村
光
氏
（
セ
ー

ラ
ー
万
年
筆
）、水
谷
豊
氏
（
あ

か
し
や
）
の
４
氏
が
理
事
に
新

任
し
、
そ
の
他
は
石
川
会
長
以

下
全
員
が
留
任
し
た
。

　
石
川
会
長
が
議
長
に
就
き
、

口
分
田
尚
志
氏
（
コ
レ
ク
ト
）

と
小
林
大
地
氏
（
サ
ン
ス
タ
ー

文
具
）
を
議
事
録
署
名
人
に
指

名
し
た
あ
と
、
会
員
数
60
人

中
、
本
人
及
び
委
任
状
含
め
て

57
人
の
出
席
で
総
会
が
成
立
す

る
こ
と
を
宣
言
し
た
後
、
議
事

に
移
っ
た
。

　
議
案
は
①
令
和
６
年
度
事
業

報
告
承
認
の
件
②
同
決
算
報
告

承
認
の
件
③
令
和
７
年
度
事
業

計
画
承
認
の
件
④
同
収
支
予
算

承
認
の
件
⑤
役
員
改
選
の
件
⑥

そ
の
他
の
件
で
、
全
て
原
案
通

り
承
認
可
決
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
事
業
計
画
と
し

て
は
①
文
具
に
関
す
る
調
査
研

究
事
業
で
は
、
グ
リ
ー
ン
購
入

法
、
エ
コ
マ
ー
ク
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
、
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ

リ
ン
ト
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
安
全
性

向
上
、
安
全
性
、
知
的
財
産
権
、

生
産
統
計
・
貿
易
統
計
な
ど
の

調
査
研
究
②
文
具
に
関
す
る
研

修
会
及
び
セ
ミ
ナ
ー
等
開
催
事

業
③
文
具
に
関
す
る
国
際
見
本

市
の
開
催
事
業
④
内
外
関
係
機

関
等
と
の
交
流
及
び
協
力
⑤
そ

の
他
件
で
は
、
競
争
法
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
の
策
定
な
ど
、
前

年
度
を
踏
襲
し
た
５
項
目
を
掲

げ
た
。

　
こ
れ
ら
事
業
を
遂
行
す
る
た

め
の
事
業
活
動
支
出
と
し
て
２

１
３
９
万
円
を
計
上
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は
、
次
の
よ
う
に
決
め
た
。

　【
新
役
員
】

　
会
長
　
石
川
真
一
（
ゼ
ブ
ラ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

　
名
誉
会
長
　
数
原
英
一
郎

（
三
菱
鉛
筆
）

　
副
会
長
　
今
泉
嘉
久
（
プ
ラ

ス
）、
西
村
貞
一
（
サ
ク
ラ
ク

レ
パ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）、

黒
田
章
裕
（
コ
ク
ヨ
）、
宮
本

彰
（
キ
ン
グ
ジ
ム
）、
舟
橋
正

剛
（
シ
ヤ
チ
ハ
タ
）、
小
川
晃

弘
（
ト
ン
ボ
鉛
筆
）、
長
谷
川

豊
（
ヤ
マ
ト
）

　
理
事
　
吉
田
用
親
（
日
学
）、

田
中
葉
子
（
開
明
）、
西
川
雅

夫
（
セ
キ
セ
イ
）、
会
田
一
郎

（
デ
ザ
イ
ン
フ
ィ
ル
）、
加
藤
泰

稔
（
馬
印
）、口
分
田
尚
志
（
コ

レ
ク
ト
）、
小
林
大
地
（
サ
ン

ス
タ
ー
文
具
）、
清
野
宏
（
ラ

イ
オ
ン
事
務
器
）、
梶
田
安
彦

（
不
易
糊
工
業
）、寺
浦
浩
之（
ク

ツ
ワ
）、
高
津
敏
明
（
ニ
チ
バ

ン
）、
湯
本
秀
昭
（
ナ
カ
バ
ヤ

シ
）、
山
際
義
敬
（
呉
竹
）、
藤

﨑
文
男
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
）、
和
田
優
（
ぺ

ん
て
る
）、
森
泰
澄
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
（
カ
ー
ル
事
務
器
）、
田

中
宏
和
（
Ｌ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
　
Ｌ
Ａ

Ｂ
．）
新
、
山
下
慎
二
（
寺
西

化
学
工
業
）
新
、田
村
光
（
セ
ー

ラ
ー
万
年
筆
）
新
、水
谷
豊
（
あ

か
し
や
）
新

　
専
務
理
事
　
大
沼
章
浩
（
事

務
局
）

　
監
事
　
宮
本
淳
司
（
日
本
白

墨
工
業
）、
徳
山
太
（
シ
ー
ド
）

　
総
会
終
了
後
、
東
京
文
具
工

業
連
盟
と
の
合
同
懇
親
会
を
開

催
、
最
初
に
石
川
会
長
が
「
全

文
協
の
活
動
の
一
つ
は
、
国
及

び
諸
官
庁
の
指
導
の
下
で
活
動

す
る
こ
と
が
柱
に
な
っ
て
い

る
。
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
見

本
市
活
動
が
じ
り
貧
で
、
本
年

度
よ
り
見
本
市
関
連
の
収
入
が

ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
、
こ
の
ま

ま
で
い
く
と
全
文
協
の
活
動
が

制
限
さ
れ
る
し
、
将
来
の
発
展

性
も
あ
ま
り
見
込
め
な
く
、
悲

観
的
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

今
後
２
年
間
、
違
っ
た
か
た
ち

で
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

う
。
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
各

社
に
伺
う
の
で
協
力
を
願
い
た

い
。
日
本
の
文
具
は
世
界
的
に

支
持
を
得
て
お
り
、
文
具
店
で

も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
大
変
賑

わ
っ
て
お
り
、
も
っ
と
も
っ
と

日
本
の
文
具
の
素
晴
ら
し
さ
を

世
界
に
発
信
す
る
場
を
作
っ
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
、
東
京
文

工
連
・
長
谷
川
会
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
開
宴
、賑
や
か
に
歓
談
、

親
睦
を
深
め
た
。

　
中
締
め
挨
拶
と
し
て
西
村
副

会
長
が
「
東
京
で
は
万
博
へ
の

関
心
度
が
低
い
よ
う
だ
が
、
夏

の
文
紙
Ｍ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
を
兼
ね
て

万
博
に
も
足
を
伸
ば
し
て
欲
し

い
」
と
挨
拶
、
宮
本
副
会
長
の

閉
会
の
辞
で
閉
じ
た
。

  

一
般
社
団
法
人
東
京
文
具
工

業
連
盟
（
長
谷
川
豊
会
長
）
は
、

６
月
９
日
午
後
４
時
か
ら
、
東

京
都
中
央
区
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
で
第
13
回
定
時
総
会

を
開
催
、
上
程
諸
議
案
を
原
案

通
り
承
認
可
決
し
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
新
理

事
に
田
村
光
氏
（
セ
ー
ラ
ー
万

年
筆
）、
宰
務
伸
也
氏
（
パ
イ

ロ
ッ
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

が
新
任
し
た
ほ
か
は
、
長
谷
川

会
長
以
下
全
員
が
留
任
し
た
。

　
総
会
に
先
立
ち
、
長
谷
川
会

長
は
「
米
不
足
に
よ
り
、
大
き

く
利
益
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
文
具
業
界

は
そ
の
様
な
状
況
で
は
な
い
。

世
界
に
向
け
て
良
い
新
製
品
を

開
発
し
て
い
き
た
い
し
、
変
化

を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
時
代
を

見
据
え
て
革
新
的
で
持
続
可
能

な
団
体
と
し
て
継
続
運
営
し
て

い
き
た
い
の
で
各
位
の
協
力
を

願
い
た
い
」
と
挨
拶
。

　
議
事
録
署
名
人
に
口
分
田
尚

志
氏
（
コ
レ
ク
ト
）
と
小
林
大

地
氏
（
サ
ン
ス
タ
ー
文
具
）
を

指
名
し
、
会
員
41
人
中
、
本
人

及
び
委
任
状
含
め
40
人
、
特
別

会
員
7
人
の
出
席
で
総
会
が
成

立
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
審
議

に
移
っ
た
。

　
議
案
の
①
令
和
６
年
度
事
業

報
告
の
承
認
の
件
②
同
決
算
報

告
承
認
の
件
③
同
公
益
目
的
支

出
計
画
実
施
報
告
書
承
認
の

件
、
監
査
報
告
の
件
④
令
和
７

年
度
事
業
計
画
承
認
の
件
⑤
同

収
支
予
算
案
承
認
の
件
⑥
役
員

改
選
の
件
⑦
そ
の
他
の
件
を
全

て
原
案
通
り
承
認
可
決
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
事
業
計
画
案
は

前
年
度
を
踏
襲
し
、
①
文
具
の

生
産
・
貿
易
及
び
流
通
に
関
す

る
調
査
研
究
事
業
②
文
具
の
生

産
者
の
資
質
向
上
に
関
す
る
研

究
・
講
演
会
事
業
③
文
具
の
普

及
啓
蒙
活
動
④
関
係
官
公
庁
及

び
関
係
団
体
と
の
連
絡
と
折
衝

に
関
す
る
事
業
⑤
そ
の
他
本
連

盟
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

必
要
な
事
業
の
５
項
目
を
掲

げ
、
こ
れ
ら
事
業
活
動
に
伴
う

事
業
活
動
支
出
と
し
て
６
５
４

万
３
０
０
０
円
を
計
上
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

は
、
次
の
よ
う
に
決
め
た
。

　
会
長
　
長
谷
川
豊（
ヤ
マ
ト
）

　
名
誉
会
長
　
石
川
真
一
（
ゼ

ブ
ラ
）

　
副
会
長
　
宮
本
彰
（
キ
ン
グ

ジ
ム
）、
小
川
晃
弘
（
ト
ン
ボ

鉛
筆
）

　
理
事
　
藤
本
ト
モ
エ
（
ト
モ

エ
算
盤
）、田
中
葉
子
（
開
明
）、

数
原
徹
郎
（
三
菱
鉛
筆
）、
小

林
大
地
（
サ
ン
ス
タ
ー
文
具
）、

口
分
田
尚
志
（
コ
レ
ク
ト
）、

新
宅
栄
治
（
プ
ラ
ス
）、
高
津

敏
明
（
ニ
チ
バ
ン
）、
吉
田
朋

弘
（
日
学
）、
和
田
優
（
ぺ
ん

て
る
）、
森
靖
澄
ベ
ン
ジ
ャ
ミ

ン
（
カ
ー
ル
事
務
器
）、
田
村

光
（
セ
ー
ラ
ー
万
年
筆
）
新
、

宰
務
伸
也
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
新

　
専
務
理
事
　
大
沼
章
浩
（
事

務
局
）

　
監
事
　
宮
本
淳
司
（
日
本
白

墨
工
業
）、
大
山
隆
久
（
日
本

理
化
学
工
業
）

　
な
お
、
そ
の
他
の
件
で
令
和

７
年
度
児
童
養
護
施
設
等
へ
の

文
具
類
寄
贈
と
し
て
、
会
員
企

業
28
社
か
ら
１
２
６
２
２
点

（
５
４
２
万
１
７
２
６
円
相
当
）

が
提
供
さ
れ
、
５
月
13
日
に
東

京
及
び
東
京
近
郊
の
児
童
養
護

施
設
、
母
子
施
設
等
31
施
設
に

寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
。

全文協総会

４
氏
が
理
事
に
新
任

日
本
の
文
具
を
世
界
に
発
信

挨
拶
す
る
石
川
真
一
会
長

挨
拶
す
る
長
谷
川
豊
会
長

東京文工連

変
化
を
チ
ャ
ン
ス
に

革
新
的
で
持
続
可
能
な
団
体
に

渡邊理事長を再任
〇…東紙工連…○

事業内容は前年度踏襲

東
紙
工
連
の
総
会


